
　足掛け10年、100回目のコラムとなりました。有
難うございます。
　さて、継続は力と言いますが、どのくらい継続すれ
ば、何かのチカラとして身に付くのか、多くの方は関
心があるのではないでしょうか。
　今回のテーマは、「デキルと実感するまでに、どの
くらいの時間を投資すれば良いの?」です。

●1万時間は長すぎる
　「ある分野のエキスパートになるには1万時間の練
習・努力・勉強が必要」という理論があります。年間
労働時間2000時間なら5年で1万時間。長い道のりで
すね。
　エキスパートとは、高度な知識・技能・技術を持っ
た熟練者。熟練への道のりが1万時間だとしても、も
っと短時間で何か一つでも上手に「デキル」ようにな
りたいと思いませんか。例えば、楽器の演奏ならば、
一曲だけでも上手に演奏デキル。仕事なら、何かの役
割を安心して任せられ「デキル」の段階。上手（じょ
うず）に「デキル」には、いくつもの段階があるとイ
メージしてください。
　第一段階目の上手とは、基礎を理解し、基礎を繰り
返し実践デキルの段階です。

●20時間の投資

　基本的な知識とコツを身に付け実践「デキル」の段
階に要する時間は、20時間（長くて30時間）程度です。
20時間には2つの意味があります。
　一つ目は、この程度の時間投資で到達できないと、
やる気が続かず挫折してしまう。二つ目は、20時間
で習得できる程度の知識や技能に細分化しないと、身
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につかない。長い時間をかけていると、最初に習得し
たことを忘れてしまいます。
　だから、20時間程度で習得できる単位に分解して、
小さな単位ごとで身に付けていく。これが「デキル」
の正しい積み重ね方です。
　三国志に「三日会わざれば、刮目して見よ」という
言葉があります。「日々の努力を継続していると、わ
ずか三日でも成長しているから、侮ってはいけない」
という意味です。
　日に日に成長している事を、自分自身でも周囲の人
にも実感があると、やる気も出ますし評価されるのも
必然です。
　デキルが増えていくと、周囲からの期待と応援とチ
ャンスがより多く与えられやすくなります。企業活動
でも同じですね。
　20時間は投資。小さな投資を積み重ねて、様々な
リターンを生み出していきましょう。

●正しい20時間のコツ①
　自分のキャパにあわせる
　まず、自分のキャパをイメージしましよう。例える
なら、乗物の積載量です。知識や技能を「積載する荷
物」というように発想を変えて、自分のキャパに合っ
た「習得サイズ」をイメージしてみましょう。大型ト
ラック並みの積載キャパ?いやいや自転車?それとも
ポケットに入る程度?・・・控えめでも、大風呂敷でも、
まずは自分のキャパをイメージすることが第一歩です。
　コンサルタント業界の格言に「ゾウを食べる」があ
ります。大きな課題も、手に負える程度の小ささに細
分化すれば解決できる。同時に、手に負える程度に細
分化できなければ、解決はできないという意味です。
　20時間を細分化する事も大事です。1日30分ずつ
なら、40日。どの程度の時間を割り当て、どのくら
いの期間取り組むかを考える事でも、キャパをイメー
ジしやすくなります。
　社会人になったばかりの方なら、20時間の投資で
遅刻しないスキルを身に付ける、という小さな課題設
定でもよいかもしれません。どんな小さな事でもよい
ので、「デキル」達成目標を決意します。

●正しい20時間のコツ②
　考え方を決める
　「デキル」に到達するには、まず知識が必要です。
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知識とは、考え方・ロジック・手順・基準・トレーニ
ング方法、そして行動に落としこむためのコツです。
この中で一番重要な事は、考え方を決める事です。
　遅刻の例えで説明すると、遅刻しないことに対する
考え方です。遅刻すると何を失い、遅刻しないと何を
得るのか。こうしたことを決めることが考え方を決め
る事です。
　考え方が決まると、学ぶべきロジック、実践すべき
手順、結果の良し悪しを判定する基準が決まり、トレ
ーニング方法＝アクションプランを想定できるように
なります。そうすると、スケジュールを立てて取り組
めるようになります。
　また、考え方から始まる一連のプロセスは、より高
度な「デキル」を手に入れるための基礎技術の習得で
もあります。最初は難しくても、考え方を起点として
デキルづくりに挑戦することで、「デキルを増やすス
キル」が上手になります。

●正しい20時間のコツ③
　正しく学び実践する
　とりあえず学ぶ、とりあえず本を読む、とりあえず
セミナーを受講してみる。考え方を作るためには、「と
りあえず」は大事です。ですが、デキルを手に入れる
プロセスでは、考え方をしっかり持つことが大事です。

「とりあえず」から、「考え方」の軸へと移行できると、
学びの迷走から脱出して「正しく学び実践する」事が
できるようになります。

　本稿が、「とりあえず」ご参考になれば、皆様のお
役に立てるかもしれません。
　ご自身のデキルづくり、後輩や部下のデキルづくり
に生かしてみてください。

株式会社 創英　 代表取締役　
NHNホールディングス株式会社　代表取締役
BtoBマーケティングを専門にしており、昨年開催し
たセミナーの受講者は700名以上。受講者の96％
が満足し、企業規模にかかわらず活用できる内容と
高く評価されている。一般社団法人組織内コミュニ
ケーション協会を創設し代表理事を務め、産学連携
で躍進企業の社内マーケティングを研究してきた。
著書「誤努力」が、流通科学大学、神戸芸術工科大
学のテキストとして採用された。
相談・問い合わせは、b2b@soway.co.jp

著者●中井　淳夫（なかい　あつお）
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